
「新しい画像技術の探求」をテーマに 

「平成１８年度 コニカミノルタ画像科学奨励賞」を公募 
 

２００６年６月２７日 
 
 コニカミノルタ画像科学振興財団（理事長：米山高範、コニカミノルタホールディング

ス株式会社 名誉顧問）は、新技術がめまぐるしく開発される画像分野で、新しい画像技

術の探求を基本テーマに「平成１８年度 コニカミノルタ画像科学奨励賞」を広く公募いた

します。応募締め切りは２００６年９月３０日です。 
 
 画像科学の領域は、ハードコピーから液晶や有機ＥＬに代表されるソフトコピーへの潮

流が形成されつつあります。これに用いられる材料・デバイスはナノテク領域へ拡大し、

医学分野では、ライフサイエンス領域まで、画像科学が展開されています。今年で第１３

回を迎える「コニカミノルタ画像科学奨励賞」は、次の３分野に分けて研究テーマを募集

します。 

    ①画像に関する材料及びデバイスの研究 

    ②画像に関するシステム及びソフトウェアの研究 

    ③画像に関するその他の先端的な研究 

 

「コニカミノルタ画像科学奨励賞」は４件（副賞：1件１００万円）のテーマに与えられ、

奨励賞を受けられる方は、1年後に「研究経過報告書」を提出していただきます。応募要領

は別紙のとおりです。 

  

コニカミノルタ画像科学振興財団は、１９６６年の設立以来、画像科学の研究や写真に

かかわる文化活動を助成することで、学術を振興し、文化を向上させることを目的に活動

を続けてきました。その活動の中でも、１９９４年に開始した「コニカミノルタ画像科学

奨励賞」は、様々な新技術の核となる画像分野で活躍する若手研究者に、その研究活動を

援助する目的で幅広く公募するものです。 

 

今年も、様々な研究分野における画像技術の活用や、斬新な発想による画像科学に関わ

る研究のご応募をお待ちしております。 

 

 

本件に関するお問い合わせ先 

報道関係： コニカミノルタホールディングス株式会社 広報グループ  

TEL: ０３（６２５０）２１００ 

一般の方： （財）コニカミノルタ画像科学振興財団 事務局 

（コニカミノルタホールディングス株式会社内） 

                         TEL:  ０３（６２５０）２０５０ 



 

                                                                   平成１８年６月 

平成１８年度 コニカミノルタ画像科学奨励賞応募要領 
(財)コニカミノルタ画像科学振興財団 

 
 コニカミノルタ画像科学振興財団では、「新しい画像技術の探求」を基本テーマに、コニカミノルタ 

画像科学奨励賞の 一般公募を行います。 

 基本テーマの趣旨： 
  近年、可視化された画像が社会環境、生活環境に大きく関わりを持つことが認識され、 
 単に画像工学的見地からだけでなく、社会科学的見地からも総合的に把握する学問である 
 と考えられています。人間の視覚機能と識別評価機能を通じて、芸術、経済、社会などの 
 広い分野を含めた総合的学術活動として国際的に認知され、"Imaging Science" として広 
 く定着するようになりました。 

【対象】 

 (１)対象となる研究分野 

   画像科学の領域は、ハードコピーから液晶や有機ＥＬに代表されるソフトコピーへの潮流が形成さ

れつつあります。これに用いられる材料・デバイスはナノテク領域へ拡大し、医学分野では、ライ

フサイエンス領域まで、画像科学が展開されています。これらの研究をはじめ、様々な研究分野に

おける画像技術の活用や斬新な発想による画像科学に関わる研究のご応募をお待ちしております。 

なお、便宜上、以下の３分野に分けてテーマを募集します。 

    ①画像に関する材料及びデバイスの研究 

    ②画像に関するシステム及びソフトウェアの研究 

    ③画像に関するその他の先端的な研究 

 (２)応募資格 

   日本の大学、国公立及び民間公益研究機関の画像科学に関する研究者で、個人またはグループを 

応募資格とします。但し、年令は４０才以下（応募締切の９月30日現在、グループは代表者）とし

ます。 

【概要】 

 (１)奨励賞及び副賞 

   コニカミノルタ画像科学奨励賞は４件とし、その副賞は１件１００万円とします。 

 (２)研究報告 

   奨励賞を受けられる方は、１年後「研究経過報告書」を提出して頂きます。 

【選考委員会及び選考基準等】 

 (１)選考委員会 

   本多 健一 東京工芸大学名誉学長を委員長とする「奨励賞選考委員会」で厳正に選考します。 

 (２)選考基準等 

  ①発想の独創性       ：テーマや内容に独創的な発想があり、研究の発展が見込まれること。 

  ②計画の実現性       ：助成により、計画の所期の目的達成が促進されると認められること。 

【応募手続】 

(１)申請書当財団ホームページ 

http://konicaminolta.jp/about/contribution/corporation/research/foundation/prize.html 

より、申請書のフォーマットをダウンロードしてご利用ください。 

 (２)応  募   郵送またはe-mailの添付ファイルで、平成１８年９月３０日（当日消印有効）まで

にお送りください。 

 (３)結果通知   平成１８年１２月以降 

 (４)注意事項   申請書・添付資料等はご請求がない限り返却しませんのでご了承下さい。 

【財団事務局】 

    〒100-0005 東京都千代田区丸の内1-6-1 ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社内 

          コニカミノルタ画像科学振興財団事務局 

          Tel(03)6250-2050   Fax(03)3218-1361 



 

【参考：過去５回 歴代受賞者とテーマ】（五十音順） 

平成 17 年度：池谷 裕二氏（東京大学大学院） 

【第 12 回】  「単一細胞解像度をもった神経活動の大規模イメージング」 

白石 幸英氏（山口東京理科大学 基礎工学部物質・環境工学科 講師） 

      「液晶分子保護金属ナノ粒子添加による超高速応答液晶デバイスの開発」 

橋本  守 氏（大阪大学大学院 基礎工学研究科 助教授） 

      「分子のベクトル場的分布画像を観測する光学顕微鏡システム」 

 山本 卓明氏（九州大学大学院 医学研究院整形外科学 助手） 

      「ステロイド誘発骨壊死症の超早期診断と臨床経過の予知を目的とした新しい３次元MRI画像診断法 

の確立」 

平成 16 年度：植田 琢也氏（千葉大学大学院） 

【第 11 回】  「腫瘍血管新生の動態解析を目指した CT 灌流画像(CT ﾊﾟｰﾌｭｰｼﾞｮﾝ)解析モデル確立と解析プログラム開発」 

       菊池 昭彦氏（上智大学） 

       「窒化物ナノコラム半導体を用いた高効率紫外線発光デバイスの開発」 

       西岡 賢祐氏（北陸先端科学技術大学院大学） 

       「直線偏光 Nd:YAG レーザーを用いた Si ドットの２次元規則性配列」 

       波多 伸彦氏（東京大学大学院） 

       「胎児外科手術のための画像誘導手術ソフトウェア」 

 

平成 15 年度：粟辻 安浩氏（京都工芸繊維大学大学院） 

【第 10 回】  「フェムト秒時空間光速度動画像記録・再生システム」 

井原 敏博氏（熊本大学） 

「発光性ナノ粒子の選択的凝集を利用した新規発色素子の開発」 

        大野 良治氏（神戸大学大学院） 

        「超高速 3D MR 画像による定量的局所呼吸運動解析に基づく局所肺機能評価ソフトウェアの開発」 

小島 宏建氏（東京大学大学院） 

           「生体内一酸化窒素蛍光プローブの創製と応用」 

 

平成 14 年度：青木 裕之氏（京都大学） 

【第９回】  「有機材料の高分解能直接観察を目指した深紫外近接場光学顕微鏡の開発」 

       的場  修 氏（神戸大学） 

       「光暗号化ディジタルホログラムを用いた３次元ディスプレイおよび３次元物体認識システム」 

       宮田 一乗氏（北陸先端科学技術大学院大学） 

       「BRDF を応用した 2.5 次元画像属性情報によるデジタル絵画表現の研究」 

       渡辺  歴 氏（大阪大学） 

       「コヒーレント白色光パルスを用いたマルチスペクトルイメージング」 

 

平成 13 年度：北村 喜文氏（大阪大学）              

【第８回】  「立体画像共有型協調作業システムの開発」 

       三田 文雄氏（京都大学） 

       「エレクトロルミネッセンスディスプレイ用ポリアセチレンの合成」 

       鹿内  周 氏（京都大学） 

       「時間分解 CARS 顕微鏡による生細胞の観察」 

       百生  敦 氏（東京大学） 

       「Ｘ線干渉計を用いた位相コントラスト法における高精度位相回復に関する研究」 

 


